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肉用牛の適正な蹄形（肥育後期）と削蹄の効果について

宇津田
　　　＊
嘉　弘

　　　　　　　　　　　　Yosh1h1ro　UzUTA

On　the　Reasonab1e　Shape　of　Hoofs1n　Beef　Catt1e（Late　Stage

　　　of　Fa廿en1ng）and．Effect　of　Tr1mm1ng　on　Fatteln1n－g

　　　　　　　　緒　　　　　言

　最近，省資源の見地から，高能カ牛の適正飼育規模に

よる集約経営が行なわれるようになった．牛の能力を十

二分に発揮させるために護蹄衛生や削蹄効果が再認識さ
　　　　　　　　　1）
れはじめ，その必要性が強くさけばれるようになった．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）
　著者はすでに，ホルスタイン種の搾乳牛ならびに去勢
　　　　3）
若令肥育牛について牛床の違いが蹄形に及ぼす影響や適
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）
正な削蹄量の検討を行ってきた．さらに前報ではコンク

リート床の追い込み牛房で飼育されている黒毛和種の若

令去勢牛の肥育前期について同様な試験を実施した．

　本報では黒毛和種若令去勢牛の肥育後期について，適

正な蹄形の把握を行うと同時に肥育成績に及ぼす削蹄の

効果についての検討も行った．

　　　　　　　　I材料およぴ方法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）
　試験実施場所ならびに供試牛の管理条件などは前報で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）
示したのとほぼ同じであり，供試牛についても前報でも

ちいたのと同個体を削蹄区と末削蹄区それぞれ5頭づつ

に分けて供試した．給与飼料のうち濃厚飼料は食晶カス

類を配合した飼料で，ユ目1頭当り給与量は，ウィスキ

ーカス4．5kg，ビールカス2kg，アッペン大麦ユ．5kgの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）
他に各種ミネラル類で，粗飼料については前報に示した

通りである．繋留はスタンチオン方式で牛床はコンクリ

ートであった．全試験期問は昭和58年4月23目から59年

6月20目までの439目間で，そのうち肥育前，中期につ

いての蹄の測定値（4月23目から8月6目の103目間）
　　　　　　　　　4）
についてはすでに前報で報告した．したがって今回は8

月7目から1ユ月ユ9日までのユ03日問を肥育後期として試

験した。蹄の測定は昭和58年4月23目，8月6目，u月

19日の3回にわたり実施し，削蹄区は削蹄前，後に測

＊附属農場

定，末削蹄区は現状のままで測定した．蹄の測定部位，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）
測定に使用した器具，削蹄にあたっての留意点等は前報

の通りである。体尺測定は体高，胸囲，斜体長を和牛用

体重推定尺（中試式）で3回測定（58年4月23目，8月

6目，u月19目）し体重値を求めた．肥育成績の調査は

肥育期間，導入時体重，屠殺時体重，増体量，一目増体

量（D．G）を調査した．

　　　　　　　　成績およぴ考察

　A　肥育後期における蹄各部位の測定値

　肉用牛（黒毛和種の去勢若令肥育，後期）の蹄測定値

については，牛の晶種，飼育環境，生後月令等の類似す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）
る文献がないため，やむおえず著者の行った搾乳牛，肉
　3）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）　　　　6）

用牛（黒毛和種の去勢若令肥育），石原ら，吉田（いず

れも黒毛和種の成雌牛）の蹄測定値を参考にして考察を

行った．

　表1は蹄各部位9測定値について，削蹄区では削蹄後

の測定値ならびに削蹄前測定値との差（削蹄量に相当す

る）を，末削蹄区では，現状のままでの測定値をそれぞ

れ5頭平均値で示した．

ユ．蹄の高さ

　（1）前高削蹄区の牛について，削蹄前，後の前高測定

値の差で求めた平均削蹄量は前肢蹄ではO．5cm，後肢蹄

では1．Ocmとなった．また削蹄後の前高は末削蹄区に

比し，前，後肢蹄それぞれ，同値の0．9cm低い値とな

った．前肢蹄の削蹄量が少なかった理由は，スタンチオ

ン繋留では前肢蹄の自然磨滅が少なかったためと考えら

れ，それに対して後肢蹄では牛床後部の糞尿の水分で，

蹄角質が湿った状態にあるため，体重圧と牛の可動によ

って，磨滅量が大きかったことによるものと思われる．

　（2）後高　前肢蹄の削蹄量はO．4cm，後肢蹄ではO．5

Cmで，削蹄後の測定値は末削蹄に比べ，前肢蹄では
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Tab1e1． Av－erage　va1ue　of　each　measure1n　hoofs　after　tr1二mmng　and．untr1伽m1ng

（on　the1ate　stage　of　fatten1ng）

Trimming Untrimming 

Part of mesurement Hoof of front legs Hoof of hind legs Hoof of Hoof of 

Af ter 
Dif f erence** 

. After 

trimming trimming 
Dif f erence front legs hind legs 

Fr,ont height (cm) 6 . I :!:O . 3* 0.5:!:0.1 6.0:!:0.1 1.0:t0.2 7.0:~:0.4 6.9d:0.3 

Hind height (cm) 3.7:t0.4 0.4d:0.3 2.5d:0.2 0.5:!:0.1 3.3:!:0.9 2.8d:0.6 

Upper length (cm) 9.2:!:0.2 O
 

9.1:1:0.2 O
 

9.2d:0.4 8.7:!~0.1 

Lower length (cm) 13.Id:0.4 0.7:!:0.4 12.9~0.5 0.6:!:0.2 17.4:!:0.9 16.5:!!1.1 

Length of front incline (cm) 7.0:!:0.7 0.9:!:0.6 7.5:!:0.4 0.7:!:0.3 l0.0~:0.6 10.6:!:0.9 

Lower width (cm) 10.5:!:0.4 l .1 :!:0.6 l0.3:!:0.4 0.6:!:0.5 12.8~0.6 11 . I :!:O . 6 

Upper width (cm) 9.6~0.5 0.6~:0.7 lO . 5 :!:O . 4 -0.3:!:0.1 10 . 9 d:O . 5 10.4d:0.4 

Angle of inclination (degree) 46.8:!:0.4 -4. 4:!:1 . 6 45 . 2 :!:1 . O -12.0:~:2.6 21 . 6:!:2 .2 22 . 6 d:7 . 7 

Volume (cm3) 437 ~ 33 107 ~ 26 407 ~ 21 l 08 ~56 779 ~91 633 ~ 57 

＊Mean±SDof5ca制e
＊＊Amount　of　tr1血med．parts　of　hoof

O．4cm低く，後肢蹄ではO．3cm高い結果となった。後

肢蹄の測定値が末削蹄で高くなったのは，後高は測定し

にくい部位のため，測定誤差によるものと思われる．

2．蹄の長さ

　（1）上長上長値は蹄の伸長や削蹄によって，影響され

ない部位であるため，削蹄前，後の差はなかった．削蹄

区の牛では，前，後肢蹄でそれぞれ9．2cm，9．1c㎜と

ほぽ等しい値であったが，末削蹄では前肢蹄9．2cmに

対し，後肢蹄は8．7cmと前肢蹄の方がO．5cm長かっ
　　　4）
た．前報に示した1回目，2回目の測定値はそれぞれ前

肢蹄では8．4cm，8．8cm，後肢蹄では7．9cm，8．3cmと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）
なり，いずれも前肢蹄が長い傾向にあった．石原らは黒

毛和種成雌牛の上長値について前肢蹄8．8cm，後肢蹄

8．4cmと報告している．

　（2）下長前肢蹄の削蹄前，後の差はO．7cm，後肢蹄で

はO．6c血となり前，後肢蹄の削蹄量はほぼ等しかった．

末削蹄では前肢蹄が4．3cm，後肢蹄が3．6cm長く削蹄

区に対してかなり大きな差が認められた．

．（3〕前斜長削蹄前，後の測定値の差は前肢蹄ではO．9

cm，後肢蹄ではO．7cm．となり，また末削蹄との比較で

は削蹄区の方が前，後肢蹄それぞれ3．Oc甲，および3．1
　　　　　　　　　　5）
Cm短かくなった．石原らは黒毛和種成雌牛について前

肢蹄で6．7cm，後肢蹄で6．7c㎜と報告し，また搾乳
　2）
牛については，前肢蹄で7．2c㎜，後肢蹄で7．8cmで，

これは今回の削蹄区について測定値7．Ocm，7．5clmに
　　　　　　　　　　　　　4）
ほぽ匹敵する値であった．前報に記したように前斜長は

蹄各部偉のうちで，自然磨滅による影響の比較的少ない

部位である、

3．蹄の巾

　（1）下巾　削蹄前，後の差は前肢蹄では1．1cm，後肢蹄

ではO．6cmとなり，削蹄区は末削蹄区に比べ，前肢蹄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）
で2．3cm，後肢蹄でO．8cm狭くなった．石原らは成雌

牛で前肢蹄ユ0．5c㎜，後肢蹄9．6cmと報告しており，
　　　2）
搾乳牛では前肢蹄ユ1．1cm，後肢蹄9．5cmといずれも
　　　　　　　　　　　　　　4）
前肢蹄の方が広かった．また前報に示した1，2回目の

測定値でもこの傾向が認められる。しかし今回の測定値

にはほとんど差がなく（10．5および10．3cm），とくに前

肢蹄の測定値が1，2回目（それぞれ1ユ．7，1ユ．5cm）よ

り小さくなったことは，恐らく測定上の問題があったも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7）
のと考えられる．前肢蹄にかかる体重圧の配分比が大き

いため，前肢蹄ではとくに蹄側壁が傾斜し，蹄面積を大

きくして牛体重の安定をはかる必要があり，前肢蹄の下

巾は後肢蹄より広くなるのが一般的であろうと推察され

る．

　（2）上巾　削蹄前，後の差は前肢蹄ではO．6cm，後肢蹄

では削蹄前の方が小さく一〇．3cmとなった．末削蹄と

の差は前肢蹄で1．3cm削蹄区の方が小さかったのに対

し，後肢蹄では逆にO．1cm削蹄区の方が大きかった．
　　　　　　　　　　　　　　　7）
下巾の場合と同様に体重圧の配分比から，前肢蹄の方が

広いのが一般的と考えられるが，牛は双蹄のため，各肢

蹄への体重のかけ方によって上巾値は変化することが考

えられ，測定上の問題があったものと推察される．

4．蹄角度および蹄容績

　（1）蹄角度削蹄前に比べて削蹄後の蹄角度は前肢蹄で

4．4◎，後肢蹄で12◎いずれも大きくなった．また末削蹄

区に比べて前，後肢蹄それぞれ25．2◎，22．6◎と著しい差
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　　　　　　6）
があった。吉田によれば黒毛和種成雌牛の正姿勢の場合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）
の蹄角度は前肢蹄45o，後肢蹄44o，また石原らは前肢蹄

42o，後肢蹄41oと報皆している．いずれもわづかながら

前肢蹄の方が大きい角度になっている．この傾向は今回
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）
の削蹄区についての測定値と同じである．しかし前報で

示した1，2回目の削蹄時の測定値では，それぞれ前肢
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6）
蹄が52．6◎，52．2o，後肢蹄が55◎，50．8㌧なり吉田，石

5）

原らの報告や，今回の測定値よりかなり大きい角度とな

った。これは1回目，2回目測定時の繋留方式はパドッ

ク式でしかも牛床にオガクズが敷れており，場所によっ

ては糞尿等でぬかるみ状態になるため，歩行に際して蹄

先部に力が加わり，そのため自然磨減が大きく，全体の

蹄角度を大きくしたものと推察される．

　（2）蹄容積　削蹄前，後の差は前肢蹄でユ07cm3，後肢

蹄でユ08cm3となった．また削蹄後の蹄容積は末削蹄に

比べて前肢で342cm3，後肢蹄で226cm3少なくなった．

削蹄区において削蹄前の蹄容積に対する削蹄による容積

減量比率は前肢蹄24．5％，後肢蹄26．5％であった．また
　　5）

石原らは黒毛和種雌牛の蹄容積は前肢蹄440cm3，後肢
　　　　　　　　　　　　　　4）
蹄394cIn3と報告しており，前報の搾乳牛（スタンチオ

ン方式）のそれは前肢蹄455cm3，後肢蹄384cm3であ

った。搾乳牛の体重は和牛よりも大きいが，それを支え

る蹄容積は必ずしも大きくない．

　丑　蹄各部位の上長に対する比率
　　　　　4）
　すでに則報で示したように，上長値は削蹄による影響

を直接受けない部位であるから，上長値に対する蹄各部

位の測定値の比率を指標に用いれば，適正な削蹄部位を

把握することが出来ると考えられる．そこで上長に対す

る削蹄後の蹄各部位の比率を示すと表2の通りである．

　表2によれば上長に対する前高の比率は前，後肢蹄と
　　　　　　　　　　　4）
も66．2％で，これは前報に示した肥育前。中期の結果

（前肢68．7％，後肢75．5％）に比べて小さい数値となっ
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Tab1e2．　Proport1on　of　each　measures　m　hoof
　　　　　to　upper　1ength　（on　the　1ate　stage

　　　　　of　fatten1ng）

Hoof of Hoof of 
front legs hind legs 

~* 
O
l
 
~
~
O
 Front height 66.2d:4.0 66.2:!:2.2 

Hind height 39 . 9 :!:4 . 3 27 . 3 ~3 . 4 

Lower lenghth 147.6d:6.2 142 . 2 :!:6 . 5 

Length of front 
incline 

76 . I :!:8 .7 82.2:!:5.l 

Lower width 114.4:!:4.3 ll3.6:!:6.6 

％

＊lMean±S．D．of5ca廿1e

た。このことは蹄の伸長が肥育前期には特に旺盛である

ことと関連しているものと考えられる．後高の比率は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）
前，後肢蹄それぞれ39．9％，27．3％でやはり前報の結果

よりもかなり低い此率となった．さらに下長の比率は

前，後肢蹄についてそれぞれに147．6％，142．2％，前斜

長の比率は76．ユ％，82．2％，また下巾は114．4％，113．6

％でいずれも同一供試牛について求められた前回の結
4）

果よりかなり低い比率を示した．上長は牛の成長と共に

わずかながら伸長するが，今回求められた蹄各部位の比
　　　4）
率が前報の結果より低い値となったことは，供試牛の月

令や肥育期の進みに伴なう体重増加によって，蹄の自然

磨滅が蹄の伸長を上廻ったためと考えられる・

　C　蹄各部位測定値の全期間平均値
　　　　　　　　　　　　　　　4）
　同一供試牛について，すでに則報で報告した2回の測

定値と今回の肥育後期の測定値を含めて，肥育全期にわ

たって計3回実施した蹄各部位の測定平均値ならびにこ

れらの平均値を基礎に算出した。上長に対する蹄各部位

の比率を削蹄区と末削蹄区について示すとそれぞれ表3

ならびに表4の通りである。

Table 3 . Average value of each measures in hoofs after trimming and untrimming (on the total periods of fattening) 

Trimming Untrimming 
Part of measurement 

Hoof of Hoof of Hoof of Hoof of 
front legs hind legs front legs hind legs 

Front height (cm) 6.0 6.1 7.l 6.9 

Hind height (cm) 4.l 3.4 4.2 3.7 

Upper length (cm) 8.8 8.4 8.8 8.2 

Lower length (cm) 13.9 12.8 16.8 15.4 

Length of front incline (cm) 6.9 7.6 9.7 9.7 

Lower width (cm) 11.2 10 . 1 12.1 l0.5 

Upper width (cm) 10.4 10.l 10 . 6 10.1 

Angle of irLclination (degree) 50 . 5 50 . 3 31_. 1 33 . 3 

Volume (cm3) 464 398 725 556 
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　表3に示した削蹄区の蹄各部位の測定値は，黒毛和種

若令肥育全期間にわたっての平均的な適正蹄形であろう

と考えられ，また表4に示した上長値に対する各削蹄部

位の比率は，牛の成長による蹄の発育にかかわらず適正

な削蹄量を把握するための指標となるものである。前高

値では前，後肢蹄ともほぼ6cmで，末削蹄区との問に

は約1cmの差が認められ，上長値に対する比率は前肢
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）
蹄で68％，後肢蹄で72％であった．この比率は石原ら，
　6）
吉田の示した結果とほぼ一致している．後高は前，後肢

蹄それぞれ4．1および3．4cmとなり，前肢蹄の方がやや

高く，上長に対する比率はそれぞれ46％および40％であ

った．上長，下長の値は前，後肢間にそれほど差は認め

られず，上長は前肢蹄88cm，後肢蹄84cm，また下

巾は前肢蹄13．9cm，後肢蹄12．8cmで，末削蹄区に比

べるとかなり短かかった．下巾値の上長値に対する此率

は前肢蹄157％，後肢蹄152％であった．前斜長は前肢蹄

6．9cm，後肢蹄7．6c1mで，末削蹄区に比べてそれぞれ

3c㎜および2cm短かく，上長に対する比率は前，後

肢蹄でおのおの79％，90％であった．下巾および上巾の

値については，前肢蹄の下巾が11．2cmとなったほか

は，．いずれも揖ぽ10cm程度であり，末削蹄区との差も

比較的少ない．また下巾値の上長に対する比率は前肢蹄

が130％，後肢蹄が120％となった．蹄角度は前，後肢蹄

とも50◎で，末削蹄区の31～33◎に比べるとかなり差が

あった．さらに蹄容積ぱ前肢蹄460cmg，後肢蹄は400

Tab1e4．　ProPortion　of　each　measures　in　hoof
　　　　to　upper1e血gth　（On　the“tota1periods

　　　　of　fatten1ng）

Hoof of Hoof of 
front legs hind legs 

Front height 

O
l
 
6
7
 
8
7
0
.
 

O
l
 
7
2
 
4
7
0
 Hind height 46 . 2 40 . 2 

Lower Length l 57 . 4 152.4 

Length of front incline 78 . 6 90 . 4 

Lower width l 30 . O 120.S 

724％

Tab1e5．

Cm3，前肢蹄の蹄容積は後肢蹄に比べてかなり大きかっ

た．

　D　体尺測定値ならびに肥育成積

　（1）体尺測定値試験期間中，4月23日，8月6目およ

び11月19日の3回実施した．体尺測定値は表5に示した

通りである．4月23目（1回目）から11月19目（3回

目）までの2ユO目間の各部位の測定値の期間増をみると，

体高では削蹄区6．6cm，末削蹄区6．4cm（両区の差O．2

cm），同様に胸囲では27．4cm，24．ユcm（3．3cm），斜

体長では13．Ocm，15．3cm（一2．3cm），体重では178

kg，ユ71kg（7kg）となり，斜体長を除きいずれも削蹄区

が良好な発育を示していた．しかも体重については末削

蹄区の初期体重が削蹄区より小さかったため，それがそ

のままもちこまれたような結果となった．斜体長につい

てはスタンチオン牛床においては，牛は後肢蹄を糞尿溝

に入れることをきらい，牛床内で起立をするため，集

合姿勢の体形をとることが多く，そのため牛の背は曲が

り。斜体長の測定値に影響したものと思われる．

　（2）肥育成績　供試牛の肥育期間，導入時ならびに屠殺

時体重，目増体重などについて示すと表6の通りであっ

た．削蹄区の肥育期問は564目であったのに対し，末削

蹄区では647日で83目もの差があった．また日増体重に

ついても削蹄区O．60㎏に対して末削蹄区O．53kgと明

らかに削蹄区の効果が認められた．

　黒毛和種の去勢若令肥育牛の経営において，このよう

に肥育成績に認められた差はきわめて重要な意味をもっ

ていると考えられる．削蹄問題を含めて肥育牛の飼育管

理技術は生産性を左右するものである．黒毛和種の飼育

は良質な肉生産を目的としているが，肉の質，量とも昇

上しなければならない．しかも今目は多頭飼育の傾向に

あり，管理労働時間の中で多くの労力を要すると見なさ

れる肢蹄の管理（削蹄）作業が簡易にできる方式を見出

すことが期待されている．しかし今回の試験結果は蹄管

理と肥育効果の昇上とは関連があることを示唆したもの

と思われる．

　本試験における肉用牛の蹄各部位の測定値は肥育前，

Average　Ya1ue　of　body血easurement

Wi仇e蝸heig趾（c血）

Cl1est　girth（cm）

S1oped－body1e口gtb（c匝1）

BOdy　Weig肚（kg）

Trmmmg

1st（Apr23）

122．9±3．1＊

181．6±4．6

145．8±2．4

407．O±24

2nd．（Aug．6）

129．6：1；1．9

195．5：1：3．5

153．6±4．6

510±6

3rd（Nb・。砂’・

129．5±2．6

209．0±5．5

158．8±2．5

585土32

D1ffeτence
（3・6－1・t）

6，6

27，4

13．O

工78

Un虹m1㎜〕1ng

1st（A陣．23）

工21．9±工．9

ユ82．3±4．0

143．5±3．3

400±18

211d（Aug．6）

127．8±2．6

196．3±5．2

150．0：！：7．9

489±37

3rd（Nov．8）

128．3±2．7

206．4±2．6

158．8±7．5

571±36

D1ffe1＝ence

（3ra－Ist）

6，4

24，1

15．3

171

＊　1M1eao±S．D．of5cattle
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Tab1e6．The　effect　of虹1mmmg　and－
　　　　　untnmming　of　hoofs　on
　　　　　resu1ts　of　fatten1ng

Dal1y　gam（kg）

Trimming Untrimming 

Duration of keeping (day) 
564 d:81* 647~17 

Body weight at introduction (kg) 
251 ~6 . 6 269~3.9 

Body weight at slaughter (kg) 
583 ~~ 17 . 8 61 4~i31 . 3 

Gain of body weight (kg) 
332 ~ 22 . 6 344 ~ 28 . 6 

Daily gain (kg) 0.60d:0.09 0.53:!:0.04 

＊Mean＋S．D．of5catt1e

申期ではパドソク式の繋留方式で，牛床には製材オカク

ズを敷き，肥育後期はスタンチオン式の繋留でコンクリ

ート牛床の場合のパータンで試験を行った結果である

が，これとは飼育管理方式の異なる場合の和牛の蹄形を

含くめて普遍的な結果とは，若干異なるかもしれない。

今後さらに種々な飼育環境下の肉用牛についてのデータ

を集め，飼育環境とそれに適した牛蹄形の相互関係を明

確にすることが必要と考える．

　　　　　　　　摘　　　　　要

　スタンチオソ式牛床（肥育前，中期はパドック式牛床）

における肉用牛（黒毛和種の去勢若令肥育）の生産性を

改善するのに重要な要素になると考えられる．適正な蹄

の形を明らかにするため，10頭を供試し，肥育後期なら

びに肥育全期間にわたる蹄各部位の測定値について検討

し，また末削蹄の場合との比較も行った．さらに削蹄部

位を正確に知るための指標として上長に対する蹄各部位

の大きさを求めた．同時に削蹄区と末削蹄区の肥育成績

についての検討も行った．

　ユ）肥育後期の前肢蹄については前高6．1c皿，後高

3．7cm，上長9．2cm，下長13．1cm，前斜長7．Ocm，下

巾10．5cm，上巾9．6cm，蹄角度46．8oおよび蹄容積437

cm3であった．また後肢蹄については前高6．0cm，後

高2．5cm，上長9ユcm，下長ユ29c㎜，前斜長75cm

下巾10．3cm，上巾10．5cm，蹄角度45．2◎および蹄容

積407c血3であった。

　全期間平均値の前肢蹄については，前高60cm，後高

4．1cm，上長8．8cm，下長13．9cm，前斜長6．9cm，下

巾11．2cm，上巾10．4cm，蹄角度50．5oおよび蹄容積

464cm3であった．また後肢蹄については前高6．1cm，

後高3．4cm，上長8．4cm，下長12．8cm，前斜長7．6

cm，下巾10．1cm，上巾10．1cm，蹄角度50．3◎およ

び蹄容積398cm3であった．

　2）肥育後期の上長に対する蹄各部位の大きさの比率

は前肢蹄の前高66．2％，後高39．9cm，下長147．6％，前

斜長76．ユ％，および下巾114．4％であった．また後肢蹄

については前高66．2％，後高27．3％，下巾ユ42．2％，前

斜長82．2％および下巾ユ13．6％であった．

　全期間平均値の前肢蹄については前高67．8％，後高

46．2％，下長157．4％，前斜長78．6％および下巾130％で

あった。後肢蹄については前高72．4％，後高40．2％，下

長152．4％，前斜長90．4％および下巾120．6％であった。

　3）一目増体量は削蹄区O．6kg，末削蹄区O．53kgで

削蹄区の方がO．07kg増体量が多かった．

謝辞本試験を行うにあたって，供試牛の提供を頂い

た新生牧場にこころから謝意を表する．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S固醐醐鮒y

　　In　order　t01nYest1gate　the　reasonab1e　shape　of　hoof　on1ate　stage　of　fattening　1n

young　steef0f］apanese　b1ack　catt1e，9reg1ons　of　hoof　after　tr1mm．ing　were　measured　w1th

5beef　catt1e　kept1n　stanch1on　sta11barn．（Parenthesize　numbers　are　ayerage　v・a1ue1n　a11

per1ods　of　fatten1ng）
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1) Measures of each region in hoof'were as follows : 

Front height : hoof of front legs 6.1 (6.0) cm, hoof of hind legs 6.0(6.1) cm, hind 

height: 3.7(4.1) cm, 2.5(3.4) cm, upper length: 9.2(8.8) cm, 9.1(8.4) cm, Iower 

length: 13.1 (13.9) cm, 12.9 (12.8) cm, Iength of front incline: 7.0 (6.9) cm, 7. 5 (7.6) 

cm, Iower width : 10.5 (11.2) cm, 10.3 (10.1) cm, upper width : 9.6 (10.4) cm, 10.5 

(10.1) cm, angle of inclination : 46 . 8 (50 . 5) ', 45 . 2 (50 . 3) ', volume : 437 (464) cm3, 407 

(398) cm3. 

2) Proportion of each measures in hoof to upper length were as follows : 

Front height: hoof of front legs 66.2 (67.8) ~0,0~, hoof of hind legs 66.2 (72.4) ~~o.o', Hind 

height: 39.9 (46.2) /'o.o~~, 27.3 (40.2) .･,o~2', Iower length: 147.6 (157.4) .o.'~>', 142.2 (152.4) ~~oo, 

length of front incline: 76.1, (78.6) ~, 82.2 (90.4) /(o.o', Iower width: 114.4 (130.0) ~, 

113. 6 (120. 6) ~. 

3) The daily gain (0.60 kg) of trimming was ~1arger than that (0.53 kg) of untrimming 




